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章 ページ 段落・図など 誤 正

第３章 43 第4段落(「弟ショウタは」 から始まる段落) 刺激と行動の間で人間がどのように心理変容を遂げているのか

に着目するのが行動学習理論である

刺激と行動の間で人間がどのように心理変容を遂げているのか

に着目するのが認知学習理論である

第３章 43 第5段落(「この章では」 から始まる段落) 認知行動理論の「観察学習」 認知学習理論の「観察学習」

第３章 44 第6段落（「乾燥肉」から始まる段落） 反応を引き出す刺激のことを条件刺激、～それ自体では反応を引

き出すことのない刺激のことを無条件刺激

反応を引き出す刺激のことを無条件刺激、～それ自体では反応を

引き出すことのない刺激のことを条件刺激

第３章 44 第6段落（「乾燥肉」から始まる段落） 学習され、無条件刺激のみが提示された場合、反応が起こるよう

に

学習され、条件刺激のみが提示された場合、反応が起こるように

第３章 44 図3-2 条件刺激 　化粧品 条件刺激　（使ったときの）甘い香り

第３章 44 図3-2 無条件刺激　（使ったときの）甘い香り 無条件刺激　化粧品

第３章 44 図3-2 条件刺激　→　無条件刺激 条件刺激　＋　無条件刺激

第３章 44 図3-2 無条件刺激　（化粧品フロアの）甘い香り 条件刺激　（化粧品フロアの）甘い香り

第３章 45 第2段落(「アイの場合」 から始まる段落) キレイになるという条件刺激と使ったときの甘い香りや、購入する

際に行く百貨店の化粧品フロアの華やかさといった無条件刺激を

反復し学習していた。

キレイになるという無条件刺激と、使ったときの甘い香りといった

条件刺激を反復し学習していた。

第３章 45 第3段落(「だからこそ」 から始まる段落) 化粧品の甘い香りと華やかなディスプレイを見ただけで 化粧品の甘い香りを嗅いだだけで

第３章 46 図3-3 タイトル オペラント条件付け 強化のタイプ

第３章 46 図3-3「罰」の説明文 昨日の晩、メイク落としを怠った結果、肌荒れしてしまった⇒しっ

かりとメイク落としをする

新しく買った口紅とアイシャドーでばっちりメイクをしたら、女子会

で友達に「厚化粧じゃない？」と言われた⇒使うのをやめた

第３章 47 第３段落（「罰は」で始まる段落）、2行目

「アイは」で始まる文章）

アイは、これまでのような化粧水と乳液だけのスキンケアでは思う

ような効果が発揮されないと感じることによって、これまでのスキ

ンケアの限界を感じる。

アイは、新しく買った口紅とアイシャドーでばっちりメイクをしたら、

女子会で友達に「厚化粧じゃない？」と言われたので、使うのをや

めた。

第３章 49 認知行動理論では、自身の状況を 認知学習理論では、自身の状況を

第４章 70 考えてみよう② 意味記憶ネットワーク 連想ネットワーク

第14章 226 第１段落１行目および２行目（２箇所） マイクロサブカルチャー マイクロカルチャー

第14章 226 第２段落１行目 マイクロサブカルチャー マイクロカルチャー

第14章 227 第２段落最後の文章（この節最後の文章） マイクロサブカルチャー マイクロカルチャー

※なお、これらの誤植は、『1からの消費者行動』第1刷にのみ該当します（第3章、46-49ページを除く）。以降については、すでに修正されています。刷数については、書籍の最

後の頁に記載されております。


